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自己紹介：私（一色正男）のミッション 
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神奈川工科大学 
ホームエレクトロニクス学科 教授 
慶應義塾大学  
政策・メディア研究科 特任教授  
HEMS認証支援センター センター長 
Site Manager for W3C/Keio 
経済産業省HEMSタスクフォース座長 

HEMSにおける公知な標準インターフェイスである『ECHONET Lite』機器の 
開発・普及支援を通じて、国際標準化を推進しています。 

出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より 
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
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本日のアジェンダ 
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1.スマートハウスビジネスの現状 
 

2.スマートメータが切り開くスマートハウス 
 

3.HEMS認証支援センターの取り組み 
 

4.これからのスマートハウス 
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スマートハウスとは（現在と将来） 
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省エネ 

省エネ 創エネ 蓄エネ 

これまでは 

さらに 生活価値（省エネ性・快適性・利便性）を向上 
⇒ICT（情報通信技術）の利活用が重要！ 

これからは 
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HEMS (Home Energy Management System)  ⇒ スマートハウス 
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            註： エコーネット(ECHONET) とは日本発 
        国際化を目指す家電同士の通信規格 
 

HEMSが対象とする機器のイメージ 

http://www.echonet.gr.jp/index.htm 出所：エコーネットコンソーシアムWebサイトより 

エコーネットコンソーシアムTM 

http://www.echonet.gr.jp/index.htm
http://www.echonet.gr.jp/index.htm
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ECHONETコンソーシアム 

 

 

会員制度 

学術会員（大学等）：無料（約10会員） 

• 規格閲覧，規格への意見，ニュースレター 

B会員：年間30万円（約130会員＋30会員） 

• 総会参加，メーカコード，商標使用，プラグフェスト 

A会員：年間300万円（約8会員＋30会員） 

• 理事会参加，規格の承認投票 
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ECHONET Lite規格 

ECHONETはネットワークすべてのレイヤを規定
していた 

規格が複雑になり，理解が困難 

機器への実装が困難 

ECHONET LiteはIPより上位のプロトコルを規定 

IPアドレス／MACアドレス 

ECHONET Lite 

アプリケーション 

ECHONET 差異吸収部 

ECHONET 機能API 

アプリケーション 

ケーブル等，物理層 ECHONET 物理層 

ECHONET ECHONET Lite 
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スマートハウス市場が成長市場 
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(出典: スマートハウス関連主要設備機器に関する調査結果2012 (株)矢野経済研究所調べ) 
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ハウスメーカーのスマートハウス取り組み 
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三井ホーム 

ミサワホーム 

トヨタホーム 大和ハウス 
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実例：セキスイハイム(HEMS) 
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商品名「スマートハイム・ナビ」 

契約総数20,000戸（2013年3月時点） 

※受注ベース 

HEMS工事費 

新築 約12万， 

既築 約15万 
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電機メーカーのHEMS紹介-1 
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パナソニック 東芝 

日立 シャープ 
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電機メーカーのHEMS紹介-2 
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三菱電機 NEC 

富士通 京セラ 
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1.スマートハウスビジネスの現状 
 

2.スマートメータが切り開くスマートハウス 
 

3.HEMS認証支援センターの取り組み 
 

4.これからのスマートハウス 
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検討の経緯 
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節電・省エネの更なる推進はかるために、①異なるメーカ間の相互接続性を
確保し、「見える化」や自動制御の実現②スマートメーターとHEMSの連携によ

る多様なサービスの創出を目的に検討が開始されました。 

出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より 
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
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（参考）スマートコミュニティアライアンス（略称JSCA） 
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○スマートコミュニティ市場獲得に向けた全体戦略を検討する母体として、官民が連携した
「スマートコミュニティ・アライアンス」を設立（2010年4月）。 

全面的支援・協力 

電 力 

参加メンバー 

経済産業省 ・ NEDO  

家 電 

ガ ス 

情報通信 

重 電 

ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾊﾟｰ等 

スマートコミュニティ・アライアンス 

幅広い業界から３９７企業・団体が参画 

実際の案件獲得に向けた
受注体制の構築 

世界市場獲得に向けての
ロードマップの作成・共有 

国際標準化戦略の策定 

スマートコミュニティ・アライアンス 事務局：NEDO 

企画委員会 

国際戦略ＷＧ スマートコミュニティの国際展開戦略を議論 

国際標準化ＷＧ スマートコミュニティの重要２６アイテムの国際標準化 

ロードマップＷＧ スマートコミュニテイ展開のロードマップを策定 

総務会 

スマートハウス・ビルＷＧ エネルギー情報の「見える化・評価」を実現 

 海外市場、政府、競合相手 
     の動向等の情報収集・共有 

出所（2013.10.23）神奈川県ものづくり技術交流会_経産省資料より 
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（参考）標準化検討：スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会の体制 

事務局 
（経産省） 
（支援ＩＡＥ） 

スマートコミュニティアライアンス（事務局：NEDO） 

スマートハウス・ビル標準・事業促進等検討会 

 

林教授（早稲田大学）      一色教授（神奈川工科大学）、梅嶋特任講師（慶応大学） 

重点機器の業界団体 
 

座長            副座長 
 

研究・実証チーム 

・東京電力 

・関西電力 

・中部電力 

・九州電力 

・エネット 

・電気事業
連合会 

・東光東芝
メーター 

・GE富士
電機メー
ター 

・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 

・東芝 

・三菱電機 

・富士通 

・ＮＥＣ 

・日立 

・東京ガス 

・高圧ガス
保安協
会 

ＨＥＭＳ ＴＦ 
スマメ TF デマンドレスポンス ＴＦ 

・電子情報技術産業協会 
・自動車工業会 
・日本電機工業会 
・燃料電池実用化推進協議
会 

・日本冷凍空調工業会 
・電池工業会 
・太陽光発電協会 
・日本ガス協会 
・日本ガス石油機器工業会 
・プレハブ建築協会 
・日本配線システム工業会 
・情報通信技術委員会 
・電気安全環境研究所 
・電気事業連合会 
・エコーネットコンソーシアム 

・シャープ 
・ソニー 
・ダイキン  
・GSユアサ 
・日立 
・オムロン 
・京セラ 
・デンソー 
・住友電工 
・ＫＤＤＩ 
・三菱自動車 
・東京ガス 
・大阪ガス 
・ノーリツ 

・パナソニッ
ク 
・東芝 
・三菱電機 
・ＮＥＣ 
・ＮＴＴ 
・積水ハウス 
・大和ハウス 
・トヨタ 
・日産 
・ホンダ 
・リンナイ 

オブザーバ：経済産業省、総務省、ＮＥＤＯ 他 

早稲田大学 神奈川工科大学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ・通信 
重点機器ﾒｰｶｰ 

＋ ＋ 

旧HEMS TF 

エネルギー総合工学研究所
（IAE） 

・関西電力 

・中部電力 

・九州電力 

・エネット 

・電気事業
連合会 

・東京ガス 

・大阪ガス 

・住友電工 

・オムロン 

・アズビル 

・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 

・東芝 

・三菱電機 

・富士通 

・ＮＥＣ 

・日立 

・シャープ 

・富士電機 

・京セラ 

・ダイキン
工業 

・トヨタ 

・デンソー 

・エナリス 

・NTT 

・NTTｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝｽﾞ 

・NTTﾌｧｼﾘ
ﾃｨｰｽﾞ 

・KDDI 

・建設設備
技術者
協会 

・野村不動
産 

・ｱﾄﾞｿﾙ日
進 

※平成24年6月設立時当初の体制 

出所（2013.10.23）神奈川県ものづくり技術交流会_経産省資料より 
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これまでの検討の流れ（1/2） 
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2012年2月24日 

■スマートハウス標準化検討会を設置（副座長一色） 
  目的：スマートメーター及びHEMSの標準化推進 

2011年11月7日 

■同検討会の、検討内容を公表 
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007.html 

（主な決定事項） 
１）ＨＥＭＳの導入と家庭内機器及びＨＥＭＳとスマートメーター間の標準 
 インタフェースとしてＥＣＨＯＮＥＴ Ｌｉｔｅを推奨 
２）国内市場への普及と海外市場の開拓のための国際標準化の推進等 

2012年6月22日 ■JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第1回開催 
http://www.meti.go.jp/press/2012/06/20120622010/20120622010.html 

目的：スマートハウス標準化検討会での決定事項の遂行する上での 
   課題に対する工程表の作成や検討の実施。 

（５つの課題） 
（１）重点機器（創エネ・蓄エネ機器等）の下位層の特定・整備 
（２）運用マニュアルの整備 
（３）他社機器との相互接続検証と機器認証 
（４）国際標準規格との融合・連携 
（５）デマンドレスポンス技術・標準の調査・研究 

HEMS認証支援センター
の主なミッション 

http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007.html
http://www.meti.go.jp/press/2012/06/20120622010/20120622010.html
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HEMSの公知な標準インターフェイス 
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平成24年2月、経済産業省が、ECHONET Liteが 
HEMSにおける公知な標準インターフェイスとして推奨。 

出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より 
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
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世界におけるスマートハウス国際標準 
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出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より 
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf 

ECHONET Liteの強みは、きめ細かいサービスを実現できること、 
規格書をWebサイトで無償で公開していることです。 

他の国際規格との融合・連携を図りながら標準化を推進しております。 

http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
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重点8機器に関して 

21 

HEMS-TFの議論に応じて、 
必要となる対応についても
検討を行い、拡充を予定 

出所：HEMS-重点機器運用ガイドライン検討(案)より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-6.pdf 

HEMSと接続する可能性が高いエネルギー関連機器 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-6.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-6.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-6.pdf
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これまでの検討の流れ（2/2） 
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2012年9月28日 

■HEMS(ECHONET Lite)認証支援センターが開所 
http://sh-center.org/shrepo/1044 

目的：5つの課題に対する対応状況とスケジュールの確認 

2012年11月21日 

■JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第2回開催 
http://www.meti.go.jp/press/2012/09/20120928004/20120928004.html 

目的：課題2＆3を解決するため相互接続環境を提供し開発・普及を支援 

2013年5月15日 ■JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第3回開催 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004.html 

スマートメーター－Bルート間の運用ガイドライン策定など、 
各課題に対する検討状況と今後のスケジュール確認を実施 

http://sh-center.org/shrepo/1044
http://sh-center.org/shrepo/1044
http://sh-center.org/shrepo/1044
http://www.meti.go.jp/press/2012/09/20120928004/20120928004.html
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004.html
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スマートメーターでできること 
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ネットワーク化 デジタル化 

Aルート Bルート Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ 

検針の効率化 
料金メニューの多様化 
需給調整の高度化 
付帯サービスの充実 

「エネルギーの利用状況」という、需要
家にとっての新たな「センサー」が誕生。 

全ての需要家に。社会全体に。 

出所：CEATEC JAPAN2013経済産業省講演資料｢スマートメーターBルートが開く「可能性」より 
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スマートハウスの重要なカギとなるECHONET Lite 
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9

蓄積

・電力使用量 ・料金 ・契約種別
・お客様番号 ・氏名 ・住所 等
・他、プライバシーポリシーに基づき収集した

個人情報

データベース

民間企業等（第三者）

電気事業者

加工

電力会社のネットワーク

HGW

PV

ヒートポンプ
・燃料電池

蓄電池

エアコン

TVIHD

HEMS

PCS

PC

「見える化」

スマートメーター

・電力使用量
・逆潮流値
・料金情報 ・契約情報

・「見える化」等、サービスに
より

加工された情報
・機器制御信号 等

データベース

加工

②電力会社等

③第三者

①スマートメーター

④需要家

・電力使用量

・逆潮流値 B

メーターにより計測されたデータ 電力会社等により付加・加工されたデータ
機器制御信号 HEMSによるリアルタイム通信

メーターから直接データを取得

第三者経由で取得

C
蓄積

随時～1日後

～1日後

随時

随時

公衆通信ネットワーク

A

※上記情報の流れはガスも共通

電力等の通信ネットワーク、Web経由による取得

出所：平成23年2月17日第10回スマートメーター制度検討会「スマートメーター制度検討会報告書」 

本年5月15日、スマートメーターとBルートの通信に関するガイドライン策定。 
つまりどうなるか 
⇒これから約5000万世帯にECHONET Lite通信用スマートメータが設置！ 

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/report_001_01_00.pdf 

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/report_001_01_00.pdf
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第3回会合における重要なポイント-1 
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出所：HEMS-スマートメーター(Bルート)運用ガイドライン［第1．0版］(案)より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf 

スマートメーターとHEMSコントローラのネットワーク構成の決定 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
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第3回会合における重要なポイント-2 
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出所：HEMS-スマートメーター(Bルート)運用ガイドライン［第1．0版］(案)より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf 

ON-OFF以外の情報も必須コマンドになっている 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
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HEMS認証支援センターは実験環境を提供 
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出所：HEMS-スマートメーター(Bルート)運用ガイドライン［第1．0版］(案)より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
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CEATEC2013 K16 キーノートスピーチ 
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｢スマートメータｰが切り開くスマートハウス｣風景 
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｢スマートメータｰが切り開くスマートハウス｣風景 
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エネルギーマネジメント社会構築に向けて 
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出所（2013.10.23）神奈川県ものづくり技術交流会_経産省資料より 

2014年度よりスマートメーター導入開始 
2015年度より電力自由化の取り組みがスタート 

スマートメーターの普及の意義 

・柔軟な電力料金メニューへの対応 

・ＨＥＭＳ導入コストの大幅削減 

電力小売自由化の持つ意義 

・電力料金の柔軟化 

 

＋
単
価

時間

【 リアルタイムプライシング】

スマートメーター導入によるＨＥＭＳの変化 

【メリット】 
分電盤工事が不要 



Smart House Research Center 

Kanagawa Institute of Technology, JAPAN 

電力システム改革とエネルギーマネジメント普及への対策 
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出所（2013.10.23）神奈川県ものづくり技術交流会_経産省資料を元に作成 

課
題
と
対
応 

(1)技術実証 

(3)導入補助 

(2)標準化検討 

 
 
 

機器が繋がる 

環境を整備 

ＤＲ技術の 
確立  

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度以降 

横浜等の四地域で実証 

官民による標準化検討会 

ECHONET Liteを決定 

（２０１２年２月） 

通信方式の決定 

（２０１３年５月） 

ＢＥＭＳ、ＨＥＭＳ補助金 

ＭＥＭＳ補助金 

エネルギー利用 

データを利活用した 

新ビジネス創出 

小
売
分
野
へ
の
新
規
参
入 

民
間
主
導
に
よ
る
エ
ネ
マ
ネ
普
及 

広域系統運用機関
（仮称）の設立 

スマートメーターの本格導入開始 
（例：東電：２０１４年度下期（１９０万台）） 

小売参入自由化 

機器・システム 
のコスト低減 

アグリゲーターの育成 

 
(4)エネマネ
に留まらない 
ビジネス拡大 
 

全体 
スケジュール 

小売分野に参入
するプレーヤーの
次世代エネマネ 
ビジネス確立 

 

送配電部門の中立性
の一層の確保 等 

          ・・・ 

スマートメーターと 
HEMS間のECHONET Lite 
機器接続認証開始 

＠HEMS認証支援センター 
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【参考】「電力システムに関する改革方針」の全体像 
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出所：総合資源エネルギー調査会 総合部会 第２回会合 資料６－１より抜粋 

平成２５年４月２日閣議決定 
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スマートメータｰ導入スケジュール-東電は来年上旬から 
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出所：スマートメーター制度検討会（第12回）‐資料3スマートメーターの最近の動向について
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/pdf/012_03_00.pdf 

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/pdf/012_03_00.pdf
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スマートメータｰを活用した新しいビジネスへの支援 
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出所：CEATEC JAPAN2013経済産業省講演資料｢スマートメーターBルートが開く「可能性」より 
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【参考①】HEMSデータを活用したビッグデータイメージ 
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出所：CEATEC JAPAN2013経済産業省講演資料｢スマートメーターBルートが開く「可能性」より 
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1.スマートハウスビジネスの現状 
 

2.スマートメータが切り開くスマートハウス 
 

3.HEMS認証支援センターの取り組み 
 

4.これからのスマートハウス 
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【経済産業省 スマートハウス国際標準化研究事業】 
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認証支援センターの外観と設備 

3つのテーマを中心に活動 
１）ECHONET Lite相互接続環境（認証支援センター）の整備 
２）新規参入事業者向けのＨＥＭＳ開発支援キットの開発 
３）安全性等を考慮したＨＥＭＳ及び接続機器の運用ルール・ガイドラインの策定支援 

 

本プロジェクトはスマートハウス・HEMSの普及拡大が目的です。 
ECHONET Liteに適合した住宅機器の技術実証や、教育を中心に活動しています。 

Webサイト 

http://sh-center.org/ 企業様に相互接続試験環境を提供/地元企業への支援にも注力 

試験予約、SDKのDL、 
各種資料取得が可能 
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HEMS認証支援センター 

センター長  

一色正男 

（担当）基盤・ハード整備 

関家 一雄 

（担当）広報 

笹川 雄司 

（担当）ソフトウェア開発 

三浦 翔 

プロジェクト体制図 
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HEMS タスクフォース 
【経済産業省 情報経済課】 

神奈川工科大学 
スマートハウス研究センター 
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センターに設置してある設備 

40 

センター全体レイアウト 

太陽光発電、蓄電池 

スマートメーター 給湯器、燃料電池 

電気自動車 
＆V2Hシステム 

2FではさまざまなHEMS機器を展示 

エアコン 
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自己認証仕様書の作成までサポート 
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試験室の予約はホームページより受付 
http://smarthouse-center.org/ 
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（ご参考）ECHONET Lite製品商品化の流れ 
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ECHONET Lite製品 商品化（ロゴ認証）の流れ 

② 規格書に基づいたECHONET Lite対応商品開発 

③ プラグフェストへの参加（会員限定） 
※ 認証取得の必須条件ではない。 

④ ECHONET Lite 認証仕様書に基づいた認証試験 
（開発メーカーによる規格認証試験） 

⑤ 認証試験レポートを第三者認証機関へ提出。審査（有料） 

① エコーネットコンソーシアムへの加入 
 ・メーカーコードの取得（会員限定） 
 ・認証仕様書の取得（会員限定） 

⑥ ロゴ登録証の発行（認証） 

⑦ 商品へのロゴ貼付 

⑧ 商品販売 

◆ HEMS（ECHONET Lite）認証センター 

ECHONET Lite開発環境（SDK、サンプル版を含
む）の無償配布 

http://smarthouse-center.org/#sdk_top 

◆ HEMS（ECHONET Lite）認証センター 

認証支援活動 

・ECHONET Lite認証済み機器（対向機）の準備 

・ECHONET Lite 自動認証ツールの利用 

 http://smarthouse-center.org 

◆ エコーネットコンソーシアム第三者認証機関 

 

株式会社UL Japan 
株式会社シーイーシー 
一般財団法人 電気安全環境研究所 （JET） 
株式会社エクスカル 
（順不同） 
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全て（4種類）の相互接続試験環境を整備 

43 

自動テストツールで 
認証仕様書の作成も 

可能 
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ミドルウェアアダプタ 

44 

• IPやECHONET Liteといったネットワークの状態や通信を管理し，機器に信号を送
る． 

• ECHONET Liteプロトコル処理部を共通化できる． 
• 本体のマイコンやプログラムをなるべく変更せずにELに対応できる． 
• ミドルウェアアダプタのみを開発，販売するビジネスも可能． 
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ミドルウェアアダプタ事例（東芝） 

45 



Smart House Research Center 

Kanagawa Institute of Technology, JAPAN 

実機による相互接続試験も可能です 
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実機接続可能なECHONET Lite機器を順次拡充 

蓄電池用リモコン 

ダウンライト ルームエアコン 

パソコン 

給湯器リモコン 
＋制御基盤 
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最新の設置機器と今後について 
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電動ブラインド 

LEDシーリングライト 

ルームエアコン 

ECHONET Lite対応の冷蔵庫や

洗濯機など、様々な相互接続用
機器を配備してまいります 

11月発売 センター導入予定!! 
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2013年度認証支援センターの利用状況（累計） 
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2013年10月31日時点の情報(見学は人数、取材は件数、試験利用は試験室×試験日数にて集計） 

試験室利用件数100件突破（利用日数ベース）！ 
センター見学も500人突破、誰でも見学OKできます。 
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取材 
試験（社数） 
見学（人数） 

対象 件数（社） 割合 

A エコーネット会員数 206 全数 

B 試験アカウント数 57 B/A 28% 

C 試験利用数 38 C/A 18% 
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センター無償頒布SDKの紹介 
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http://smarthouse-center.org/#sdk_top 

2013/1/22より公開 

2013年1月からWebサイトオープン。現在３つのSDKを公開中 

No.1 No.2 No.3 

2013/2/27より公開 2013/4/24より最新版公開 

開発環境 

開発元：日新システムズ(株)委託 

開発言語 C 

ターゲットOS Linux 

ターゲットCPU INTEL×86系 

開発環境 

開発元： (株)SONY CSL委託 

開発言語 Java(Processing) 

ターゲットOS Linux,Windows,Mac 

ターゲットCPU INTEL×86系 

開発環境 
開発元： 神奈川工科大学院生 中島、横山 

開発言語 LabVIEW2013 

ターゲットOS Windows 

ターゲットCPU PentiumⅢ/Celeron866M
HZまたは同等プロセッサ 
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神奈川工科大学院生開発SDK紹介 
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誰でも簡単にECHONET Lite機器を操作することができます。 

開発環境 
開発元： 神奈川工科大学院生 中島、横山 

開発言語 LabVIEW2013 

ターゲットOS Windows 

ターゲットCPU PentiumⅢ/Celeron866M
HZまたは同等プロセッサ 

【特徴】 
 ■OS側の設定が不要なので、スタートアップが簡単。 
 ※複数台のネットワークアダプタが存在する場合は設定が必要です。 
 

 ■主な機能は3つ 
  １）探す・・・ネットワーク上のECHONET Lite機器を見つける 
  ２）調べる・・・１）で見つけたECHONET Lite機器の状態を把握する 
  ３）操作する・・・１）で見つけたECHONET Lite機器を動かす 
   

 ■家庭用エアコン、扇風機、換気扇などの機器オブジェクトが 
  登録済み。自分で機器オブジェクトの追加も可能。 

 

【実機操作のデモ動画】 
  動画タイトル：ECHONET Lite 動作試験 （ エアコン x SSNG）  
  動画URL：http://youtu.be/tItzqUYXXbE 

ECHONET Lite用SDK 

http://youtu.be/tItzqUYXXbE
http://youtu.be/tItzqUYXXbE
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SDKのダウンロード数推移 
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2013年10月31日時点 

総ダウンロード数600件突破！アカウント数は250超（登録無料） 
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センター公開見学会概況 
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6月からスタートしています（月に２－３回不定期開催） 
原則1グループ1企業ですので、職員と色々な情報交換も出来ます 



Smart House Research Center 

Kanagawa Institute of Technology, JAPAN 

センター利用ユーザーの情報発信を支援 
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センターを利用して機器認証取得したユーザー様の 
製品・サービスを、実機展示含めPRしていきます 

現在、16機種の登録、 
6機種がECHONET Lite認証取得済み 
（10月16日時点） 
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実機展示企業様へのインタビュー 
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http://sh-center.org/hemspj/1174 

センターユーザー（認証第一号企業様）への 
インタビューをWebサイトにて公開しています。 

http://sh-center.org/hemspj/1174
http://sh-center.org/hemspj/1174
http://sh-center.org/hemspj/1174
http://sh-center.org/hemspj/1174
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● 2012年度（STEP1） 
  エネルギーの見える化を実現するHEMS機器が普及 
● 2013年度（STEP２） 
  エネルギーの有効活用を行うHEMS機器（特に重点８機器）の普及が“カギ” 

（出所）第30回エコーネットフォーラム_2013.07.08 
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（参考）ECHONET Lite機器認証推移 
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ECHONET Lite認証機器も堅調に増加 
（2013年10月11日時点／受理総件数：１０７件、公開件数（下グラフ）：８０件） 

※コンソーシアムHP公開データより 
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SDKサイトを幅広い情報発信の場へ 

57 

開発用SDK配布に加え、民間企業のECHONET Lite機器開発の 
ビジネスを紹介する情報ポータルサイトを目指していきます。 
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1.スマートハウスビジネスの現状 
 

2.スマートメータが切り開くスマートハウス 
 

3.HEMS認証支援センターの取り組み 
 

4.これからのスマートハウス 
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スマートハウスで重要なこと 
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＆ 

住まう人のための 
（スマート） 

家 
（ハウス） 

住まう人が主役！ 
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オープンなプラットホームとしてのECHONET Lite 
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ECHONET Lite(公知な標準インターフェース) 

さまざまな家電・設備機器 

エアコン、洗濯機、扇風機、蓄電池、照明、太陽光・・・ 

HEMS認証支援センター 

様々なプレイヤーが相互につながりサービスを創造 
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これからのスマートハウスビジネス 

★さまざまな機能が融合 
携帯電話、音楽プレイヤー、スケジュール手帳、

音声レコーダー、地図、デジタルカメラ 

スマートフォンビジネスイメージ 

OS 
(iOS) 

OS 
(Android) 

アプリ 
(App Store) 

アプリ 
(Google 

Play Store) 
ICT産業 

通信キャ
リア 

携帯メー
カー 

★様々な機器が繋がる（これから） 
住宅設備、家電品、創エネ蓄エネ
機器、各種センサー・・・etc 

スマートハウスビジネスイメージ 

アプリケーション 

プラットホーム
(ECHONET Lite) 

アプリ 
(これから) 

 
ICT産業 

ハウスメー
カー・施工
会社 

家電・住宅
設備メー
カー 

アプリケーションプラットホームとしてのECHONET Lite 
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ECHONET Lite＋HEMSのさまざまなサービス 
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ECHONET Liteで創る未来 

住まう人がオープンなプラットホームからサービスを選べる 
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様々なコントローラとサービスの形態 
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直接型 
ゲートウェイ型 

ローカルサーバー型 グローバルサーバー型 

クラウド型 
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提供できるサービスの一例（1/2） 

64 
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提供できるサービスの一例（2/2） 
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その他にも、既築への対応、地域ニーズに応じた独自サービス・・・etc 



Smart House Research Center 

Kanagawa Institute of Technology, JAPAN 

国際標準化（デジュール化）＆普及活動（デファクト化） 

マレーシアのNav6を皮切りに海外展開をスタート 
経済産業省、慶應大学、エコーネットコンソーシアムと協働で推進 

66 

2013.06.21普及シンポジウムにてMOU実施 

2013年12月頃、KAITシンポ（コンソ共催）で 
詳細発表予定。是非ご参加ください。 
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センターを活用した企業連携例：ニチベイ様 

EL-GW 

Lx−room 

T-room 

（Lx計算） 

T-out 
Lx-out 

Data収集 

処理 

制御 

カメラ 空調 照明 ブラインド 

照度計 

温度計 

照度＆
色温度 

開度、
角度 

ブラインドのECHONET Lite対応化による価値創造を目指す研究 
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ECHONET Liteの教育（大学授業）もスタート 

 回数    学習内容  
第 1回  ECHONET Lite規格概要 
第 2回  ECHONET Liteで動かそう１ (SSNG実習１） 
第 3回  ECHONET Liteで動かそう２ (SSNG実習２） 
第 4回  ECHONET Lite機器開発紹介１ 
第 5回  OpenECHO&Kadecotの紹介 
第 6回  ECHONET Liteオブジェクトを作ろう１（OpenECHO設定） 
第 7回  ECHONET Liteオブジェクトを作ろう２（OpenECHO作成） 
第 8回  ECHONET Liteサービスを作ろう１（Kadecot設定） 
第 9回  ECHONET Liteサービスを作ろう２（Kadecot作成） 
第10回  ECHONET Lite機器開発紹介２ 
第11回  コンテスト発表会  

課題：自分が欲しい「ECHONET Lite家電サービス」を作る！ 

実際に製品・サー
ビスを開発している
企業担当者を外部
講師として招聘 

最終的にサービスと実機を組み
合わせたものを各学生がつくる 



Smart House Research Center 

Kanagawa Institute of Technology, JAPAN 

コンセプトはオープン＆市販品利用 

ECHONET 
Lite Network 

ECHONET Lite  
対応市販機器 

(分電盤・エアコン・照明など) 

Kadecot on 
Android 

自作機器 

Processing 

Webサービス 
（温度や天気など） 

WebAPI 

Kadecot Main page 

WebSocket 
API 

ka
d

ec
o

t.
js

 

JSONP API 

PostMessage ECHONET Lite機器を 

複数制御した面白い・楽しい 
アプリを開発 
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ECHONET Liteのアプリ例（全てオープン！） 

http://www.youtube.com/watch?v=4ZNMztSX3m0&feature=youtu.be 

ECHONET Liteのコントローラを擬人化して、照明を制御！ 

http://www.youtube.com/watch?v=4ZNMztSX3m0&feature=youtu.be
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ARDUINOを用いた模擬機器 
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EL対応LED照明の模擬 
• ARDUINO 
• ARDUINO WIFI Sheld 
• LED 

EL対応扇風機の模擬 
• ARDUINO 
• ARDUINO Ethernet Sheld 
• モータードライバ 
• 外部電源 
• USB扇風機 
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皆様が集うセンターを目指します 
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今後もスマートハウス・HEMSに興味・関心がある方、 
特にHEMS認証支援センターを利用したユーザーを対象に 

HEMSの新しいビジネスを創造するための支援を行っていきます。 

企業間の見学会 
（写真は本校と共同研究 
しているニチベイ様） 

HEMS（ECHONET Lite）に関す
る各種勉強会 

HEMS認証支援センターの 
施設見学会 
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【CM1】11／20-22パシフィコ横浜展示会で出展 
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http://sh-center.org/shrepo/1474 

http://sh-center.org/shrepo/1474
http://sh-center.org/shrepo/1474
http://sh-center.org/shrepo/1474
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【CM2】11／20HEMSセミナーで講演します 
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http://sh-center.org/shrepo/1467 
名称 BINET戦略セミナー131120「スマートハウス・HEMSの最新動向」 

内容 

HEMSアライアンスと東京大学生産技術研究所との産学連携プロジェクトとして開始した 「ＨＥＭＳ道
場」の活動や2012年11月にオープンしたHEMS（ECHONET Lite)認証支援センターなどの活動状況な
どをふまえ スマートメータの本格展開を睨んで最新のスマートハウス、HEMSの動向を解説します。 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
１）「ＨＥＭＳアプリケーション創出基盤「ＨＥＭＳ道場」の活動」 
講師：東京電力（株）グループ事業部 部長（ＨＥＭＳアライアンス事務局 ）馬場 博幸氏  
---------------- 
２）「スマートハウス・HEMSの最新動向」（仮題） 
1.スマートハウスビジネスの現状  
2.ECHONET Lite最新動向  
3.HEMS認証支援センターの取り組み  
4.これからのスマートハウス  
講師：神奈川工科大学 ホームエレクトロニクス学科 教授  一色 正男 氏 

日時 2013年11月20日(水）13:30～16：00  

場所 ＮＨＫ青山荘 

参加費 参加費： 一般 ： ￥２１,０００ 関連会員 ￥１８，９００ （いずれも１名単位・消費税込み）  

http://sh-center.org/shrepo/1467
http://sh-center.org/shrepo/1467
http://sh-center.org/shrepo/1467
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最後に 
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これからもスマートハウス・HEMSの 
発展普及に取り組んでまいります。 

HEMS認証支援センターをご支援ください。 
http://sh-center.org/ 

必要事項を記入し、 
アカウントを取得する 

センター職員より 
日程のご連絡 

Webサイト専用ページにて 
試験室や必要機材の予約 

試験実施 

申し込みの流れ 

試験室利用 公開見学会 

Webサイトの 
『見学会開催のお知らせ』 

お申し込みフォームより申請 

センター職員より 
日程のご連絡 

公開見学会実施 
（月２－３回） 

http://sh-center.org/
http://sh-center.org/
http://sh-center.org/

